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健康   栄養講座 総務委員会

令和 7年 2月 17 日に岡田小学校区第 2層協議体スキルアップ研修会が、中央学習センター大会

議室で、参加者約 40 名ほどで開催されました。岡田小区社協の坂本会長より開催の挨拶に続き

明治安田生命保険相互会社の講師をお招きし、女性のための「健康づくり栄養講座」と題し講演

をいただきました。現在の自分の健康状態がどの位置にあるのかをチェックシートに状態を記入

しながら、採点し結果の説明が行われ、改めて自分の健康状態に気づかされました。また、座っ

てても出来るストレッチ運動も交えて、健康の大切さを学ぶいい機会となりました。

講演会後には、握力測定、血管年齢測定、ベジチエック(野菜摂取量測定)、老化物質測定を、参
加者全員が自分の健康状態をそれぞれのチェックにされていました。ちなみに私は野菜が足りな

い―でした。

再掲 運転手        大募集 移送サービス

移送サービス利用者が多くなり、活動にご参加していただける運転手ボランティアを募集して

います。皆様のご協力をお願いします。定年後チョツト時間のある方どうでしょうか。

牛久市より貸与された、トヨタ・ボクシーを用いて、岡見町から下根町の高齢者の方々を、牛

久市内の「スーパー」、「病院・医院」、「市役所」等への移送サービス車の運転となります。

申込連絡は各行政区区長にお願いいたします。
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全地区社協 意見交換会 開催
牛久市の小学校ごとの地区社協活動されてる方が集合し、意見交換会が令和 6年 12 月 13 日保健

センター大会議室で開催されました。この情報交換会では各担当部ごとにどのような活動をしてい

るのか、良かったことは勿論ですが、各担当が抱えている問題点や解決策などの意見交換をするの

が目的で、、筆者が参加した広報部では、毎回紙面の内容が同じようになってしまい、読み手の方

も飽きてしまっているようだ、記事集めはどのようにして集めているのかや、広報委員のなり手が

ないため一人で作業している。また、出来るだけ情報を迅速に届けるにはどうしたら良いかなどを

話し合いました。また、地区社協がどのような活動をしているのか、地区の方々に広く普及する必

要が有りますね等など幅広い意見交換会でした。

携帯の普及によりホームページを利用するのはどうかや、紙ベースの配布方法が、市の広報日とな

ってしまい、もっといい方法は無いのか等話し合いましたが、これと言った妙案はなかったです。

高齢化は進む中で「働く世帯の方々の協力が欲しいよね」との意見も有りましたが、現実は厳しそ

うですね。交換会では各討議班ごとに発表会を行い散会しました。

 子供             開設 子育て支援委員会

今年度の新たな活動として。「こどもまんなか みんなのいばしょ」を開設しました。

この活動は有志の方が発案し、子育て支援委員会がバックアップする形ではじめられました。

松ヶ丘自治会館、下根が丘自治会館で計 4回開催することが出来ました。

                 

 赤   連  小学生 中学生    駐車場 少  

  徒歩 自転車 食     

  子様 名前 学年 年齢 未就学児 保護者同伴

 申 込     

 紙芝居 絵本 読 聞      取    凧作 

 勉強   子   部屋 別      教材持参

      持 込  駄目   
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見守 調査報告 見守り委員会

一人暮らしの 75歳以上の高齢者が見守り対象者となっている行政区が多いが、70歳
以上の独居高齢者が対象となっている行政区に松ヶ丘行政区、65歳以上の独居高齢者
が対象となっている行政区に上柏田、上太田の 2行政区ある。

見守り対象者を人数の面で見ると

見守り対象者は、岡田小地区社協全体としては、2015年の 260人(0.047人/世帯)から 2022
年には 403人(0.073人/世帯)へと、7年間で 1.55倍、5割余り増えている
更に、見守り対象者に占める 75歳以上の人数の割合は 2015年の 49％から 2022年の 64％
へと大幅に増加、見守り対象者の高齢化が急速に進んでいることが伺える。

逆に、支援協力者の人数は 289人から 209人へと 28％減少している。このため、支援協
力者 1人が見守る見守り対象者は 0.9人から 1.93人へと倍増している。
見守り対象者の増加、支援協力者の減少は、今後へ向けての大きな課題と言える。
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